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acting injection,or long-acting injectable”）を用いて行った。本研究にはDB-RCTsのみを包
括した。主要評価項目はPositive and Negative Symptom Scale（PANSS）総合得点及び下
位尺度の得点（陽性症状と陰性症状）の研究開始時から研究終了時までの変化値とした。
Intention to treat（ITT）、または、modified-ITT解析集団データを用いた。効果量の指標
には、連続変数はstandardized mean difference（SMD）、2値変数はrisk ratio（RR）を用い、
各々95%confidence interval（95%CI）を計算した。RRで2群間に有意差があった時に、number 




AOM治療群はプラセボ治療群よりPANSS総合得点（SMD=-0.65,95%CI=-0.90 to -0.41,p<0.00001,I2 
=75%）及び下位尺度の得点（陽性症状：SMD=-0.85,95%CI=-1.01 to -0.69,p <0.00001,I2 =0%、
陰性症状：SMD=-0.44,95%CI=-0.59 to -0.28,p<0.00001,I2 =0%）が有意に減少した。一方で、
AOM治療群とOA治療群間でPANSS総合得点の変化値に有意差はなかった。安全性につい
て、AOM治療群はプラセボ治療群及びOA治療群より全ての理由による脱落率が有意に少
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